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増えたハイスクール生ドロップアウトの背景 

12 月初め、一部里子の現況報告を待っていたところ、

SCMSI からドロップアウトリストが届きました。続い

て遅れていた 8 名分の現況報告も受領しました。 

ドロップアウトリストには 9 名の名前があり、うち 2

名はシニアハイスクール 11 年生です。公立への転出で、

学業は継続しています。「里子」ではなくなったという

意味での「ドロップアウト」でした。 

これまでにもお伝えのように、里子はもともとチボリ

の学校 SCMSI 校拡充のためのシステムで、授業料免除

等の特典はありますが奨学生とは異なります。転校する

と里子でなくなります。 

シニアハイスクール最終学年の12年生に進みながら、

10月の前期末でSCMSI校をやめた里子も5名いました。

公立への転校か、学業中断かは記載がなくわかりません

が、「里子」ではなくなりました。残る 2 名はカレッジ

生で、前期末 10 月の中退です。里子総数 39 名中のうち

9 名のドロップアウトはいつになく多いと感じました。 

85 号でお伝えのように、教育制度改正「K to 12」で、

ハイスクールは従来の 4 年が、ジュニアハイスクール 4

年とシニアハイスクール 2 年計 6 年になり、しかも、シ

ニアの方は、職業コースから大学予備校コース的なもの

まで 6 コースに分かれました。SCMSI 校には未開設の

コースもあり、公立レイクセブ校や都市部の私立への転

出も増えています。選択肢が増えたこと等が里子のドロ

ップアウト増の背景にあるのではと考えています。 

クリスマスプレゼントありがとう 

－ CMIP奨学生の写真報告から － 

長く厳しい道のりですが、頑張っています 

 

 

会員市民のご寄付から CMIP へは 12,000 ㌷送

付。報告では小学生からカレッジまでの奨学生計

50 名を対象に、各 250 ㌷（約 500 円）分のプラ

スティック製の弁当箱と水筒、タオル、石鹸、少々

のお菓子セットがプレゼントされました。HANDS

としては、小学生については個々の奨学生ではな

く、CMIP 運営 4 小学校児童のクリスマス特別給

食にと考えていましたが、給食は CMIP 予算を充

当したそうです。写真は、マーク（バンリ小 3 年）と

ジェイピー（バサグ公立ハイスクール 8 年） 

 

地震で被災のビラーンの学校にクリスマス寄付おすそ分け 

 

 2019 年度の政府カレッジ奨学金 UniFAST 拡充で、

SCMSI カレッジも、地域開発科と初等教育科の大多数は

その対象となり、学生多数が登録手続きの列に並んだと

いうことですが、設立 2 年目の観光科学生は対象外で、

SCMSI 推薦の 3 名を HANDS 奨学生に加えました。 

3 名のうち 2 名のプロフィールには、母親はそれぞれ、

バランガイ・ヘルスワーカーで収入は月 1 万ペソの記載

があります。一方、SCMSI カレッジ観光科の学費は、下

記のようになっていて、月額にすると 1,766 ㌷です。 

母親に定収入があっても、この 2 名は同じく兄弟姉妹

が多く、HANDS の奨学金月額 1,800 ㌷は大きな支えに

なりそうです。 

昨年、国家試験挑戦中とお伝えのアンと同

じダバオの医大で頑張っているジェニーにつ

いて、写真と経費報告が届きました。アンも

そうでしたが、1 年生で留年、3 年目の現在 2

年生です。2 年前期の成績は追って届くはず

ですが、今後は順調に進級して、2 年後の卒

業、国家試験合格に期待しています。 

 

ミンダナオでは 10 月に続き、12 月 15 日

にも南ダバオ州を中心に大きな地震があり、

96号で紹介のビラーンの村ブロルサロの小学

校も半壊、元奨学生で村の教育担当議員のス

ヌーリアから支援要請を受けました。バラン

ガイ役場の申請書が添えられていて、町や州

政府からの支援が十分届かないということで

した。皆様からの予算を上回るクリスマスご

寄付の一部で支援させていただきました。 

HANDS新カレッジ奨学生はSCMSI観光科3名に決定 

SCMSI カレッジ観光科専攻学生の前期学費 

授業料（21 単位） 4,840 

学期初めの各種経費 

（登録料、コンピュータ使用料他） 

4,565 

その他（PTA 会費他） 1,210 

計 10,615 ペソ 

 新奨学生担当はアーニーさんに 

 
前号で紹介した奨学生モニター担当ゲイマリーは、心配し

ていたとおり、中退したカレッジでの勉学再開と奨学生モニ

ターの両立はやはり無理で、学業継続もあきらめて、村に帰

ったという報告を受けました。 

30校近い公立小やハイスクールで学ぶHANDS奨学生50

名のモニターは時間的体力的にも大変です。CMIP 新ディレ

クター・ジョセフ神父のもと、奨学生担当となったのはアー

ニーさん。写真で見る限り、山越え谷越えの学校訪問、奨学

生指導を責任もってやってくれるのではと期待しています。 

CMIP事務局のチャリスさんから届いた昨年4-12月分経費

報告には、授業料等学費が 14.7 万ペソ、アパート代等の生活

費は 5.4 万ペソ（計約 40 万円）とあり、12 月末残高はわずか

でした。特別奨学金平賀基金からさっそく送金しました。 

学校裏の山崩れで

生徒数 100 人の小

学校が半壊。発生は

夕方で、児童は無事

でした。 


